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兵庫県子ども・子育て支援推進本部ニュース 第２０9 号 

号         

  

令和５年（２０２３年）11 月 

ひょうご 

子ども未来通信 11月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 

 

令和５年 10 月 25 日（水）現在のイベント情報を掲載しております。 

今後、変更になる場合もありますので、ホームページ等で確認をお願いいたします。 

10 月 28 日（土）に、「兵庫県保育大会」が丹波篠山市立田園交響ホールを会場に、４年ぶりに

開催されました。 

約 400 名の県内保育関係者が参加され、式典では、伊達惠一兵庫県保育協会会長の開会宣言に続

き、片山安孝兵庫県副知事や内藤兵衛兵庫県議会議長等が挨拶。 

その後の表彰では、片山副知事から、特色のある取組み等を通じて、県内の児童福祉の向上に寄

与された方々の功績を讃える創意工夫作品賞や創意工夫保育賞の贈呈が、また伊達会長から、勤続

10 年・20 年・30 年・40 年を迎えた保育所等職員の方々への永年勤続表彰が行われました。 

式典終了後には、佛教大学の高見仁志教授から「子どもの歌が教えてくれる～わすれがちなこ

と・たいせつなもの～」と題した記念講演が行われ、ピアノの弾き語りを中心に歌や手拍子等で全

員参加する体験型の講演スタイルに会場は大いに盛り上がりました。 

 

子育て支援を受ける機会が少ない就学前の在宅育児世帯をより積極的に支援するため、兵庫県では「ひょ

うご子育て相談」を行っています。 

授乳の悩み、母乳や離乳食、発育発達、生活や遊びに関することなど・・・子育てに関する悩みは人それ

ぞれです。そんなお悩みを保育士の相談員が電話や LINE（チャット）でお聞きし、内容に応じて無料の

web 相談や家庭訪問にて看護師、助産師、栄養士、歯科衛生士などの専門家が対応します。 

 
子育てに関する相談がしたい。話を聞いてほしい。 

そんな方は、まずは電話または LINE でご相談ください！ 
 

開設時間：月曜日～金曜日 9:00～17:00 

    （祝日・年末年始 12/29～1/3 を除く） 
 

詳しくは HP をご覧ください。HP はこちら 

ひょうご子育て相談 

LINE 公式アカウント 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/soudan.html
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令和 5 年 10 月 31 日より認定こども園・保育所等ホットラインの体制が変わりました。 

電話相談受付け時間を拡大し,新たに LINE 相談も開設しました。 

友だち登録はこちら 

＜連絡先＞ 

電話相談 ＃7350 （繋がらない場合は 078-362-3654） 

※外部の電話相談受付窓口に繋がります 

月曜～金曜 9：00～21：00 

土 日 祝 9：00～17：00（年末年始 12/29～1/3 を除く） 

LINE 相談（保育相談専門コーディーネーターが対応します） 

月曜～金曜 9：00～17：00（土日祝・年末年始 12/29～1/3 を除く） 

※相談は随時受け付けています。 

F A X  078-362-3011 

E メール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

保育施設の制度や基準、乳幼児教育・保育等についての「知りたい・聞きたい」は、＃７３５０ 

（保育のなやみごとゼロ）及び認定こども園・保育所等ホットライン LINE 相談まで！  

 

詳しくは、兵庫県のホームページをご覧ください。 

  https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/ninteikodomoenhoikusyo-hotrain.html 

 

 

認定こども園・保育所等ホットラインが新体制になりました！！ 

 

【ホットラインフロー図】 【ホットライン LINE 相談】 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/ninteikodomoenhoikusyo-hotrain.html
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こどもの館で一流の音楽にふれ、ゆったりしたすてきな時間を過ごしませんか！！ 
 

場  所 県立こどもの館 円形劇場 

日  時 第１回 令和５年 12 月９日(土) 12:00〜12:30  15:00〜15:30 

第２回 令和６年１月 27 日(土) 12:00〜12:30  15:00〜15:30 

     第３回 令和６年２月 17 日(土) 12:00〜12:30  15:00〜15:30 

内  容 ・兵庫芸術文化センター管弦楽団楽団員による演奏 

(弦楽四重奏・金管四重奏等のアンサンブル) 

・同楽団員による楽器、作曲家の紹介等を行う参加・体験型の演奏会 

対  象 ０歳児から高校生及びその保護者等 

定  員 各回 150 人 

参 加 費 無料 

 

 

 

 
 

ホームページ https://kodomonoyakata.jp/ 

 

SDGs 子ども向け舞台鑑賞提供事業 

「兵庫芸術文化センター管弦楽団がこどもの館にやってくる!」 

(１)方 法  

県立こどもの館ＨＰ内の応募フォームから申し込み 
 

(２)申込期間 ※先着順 

第 1 回  令和５年 11 月２日(木)〜令和５年 12 月２日(土) 

第 2 回  令和５年 12 月３日(日)〜令和６年１月 15 日(月) 

第 3 回  令和６年１月 17 日(水)〜令和６年２月 10 日(土) 

 

受 付 

１．イーブン保育付きライブラリー 

１歳半～就学前のお子さんを保育室でお預かりしま

す。保護者の方はその間ゆっくりと本を読んだり求職

相談を行っていただけます。事前予約制です。 

 

日  時 12 月 19 日（火）10:00～12:00 

会  場 県立男女共同参画センター 

（神戸クリスタルタワー7 階） 

対  象 兵庫県在住で、１歳半から就学前までの 

お子さんをお持ちの方（親、祖父母等） 

保育定員 9 名（１歳半～就学前まで） 

参 加 費 無料 

募集期間 11 月 20 日（月）～12 月 2 日（土） 

 

応募多数の場合、抽選により参加者を決定し、参加の

可否を連絡します。 

受付期間内に申込者が定員に達しない場合は、受付期

間を延長します。 

２．紙芝居・絵本の読み聞かせひろば 

紙芝居や絵本は、子どもたちにすてきな世界を広

げてくれます。親子でご参加ください。 

約 30 分の読み聞かせ会の後、12 時までは保育室

で自由に遊べます。事前予約は不要です。 

日  時 11 月 22 日（水）10:30～11:00 

会  場 県立男女参画センター 保育室 

（神戸クリスタルタワー7 階） 

対  象 県内在住で乳幼児からおおむね 

就学前の子どもとその保護者等 

参 加 費 無料 

◆子育て中の方やお子さんを対象とした 

イベントを毎月開催しています。 

 

◆最新の情報はＸ（旧 Twitter）から 

発信しますので、フォローをお願いします。 

 

   https://twitter.com/HyogoEven 
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ミニ企画展 但馬牛博物館×ひとはくコラボ展 

「兵庫県一の但馬牛は私よ！いやいやオレ様だ！  

日本で最も歴史のある牛のコンテスト優勝牛を紹介」 
   

今年のコラボ展では歴史ある「兵庫県畜産共進会」の優勝牛写真展を開催します。 

この共進会は明治 42 年から始まり、毎年秋に開催され、今年で 105 回目を迎えます。 

県内各地の予選を勝ち抜いた精鋭たちが一堂に集まり、その年の兵庫県一の座を競う大会です。 

但馬牛改良の長い歴史の中で、その時代に要求される但馬牛の能力、 

姿がどのように移り変わってきたか、ゆっくりとご覧ください。 
 

（１）期間：2023 年 10 月 28 日（土）～2024 年１月８日（月・祝） 

（２）場所：兵庫県立人と自然の博物館 ４階ひとはくサロン 

（３）主催：兵庫県立但馬牧場公園、但馬牛博物館 

（４）共催：兵庫県立人と自然の博物館 

1 ひとはく探検隊「ちいさい秋を顕微鏡でさがそう」 １１月１２日（日）※小雨決行 
  博物館の周りにある植物や小さな生き物を集めて、顕微鏡で観察してみましょう。ふだんの秋の景色も、顕微

鏡を通して見ると、また違った表情を見せてくれます。 
時間：10：30～13:50  ①10:30～11:20 ②13:00～13:50 
場所：４階ひとはくサロンに集合  定員：各回 5 組・参加費無料 
※当日 10：00 から４階インフォメーションにて、参加申し込みの受付を開始。 
※定員になり次第終了します。 

  
2 新植物収蔵庫ツアー １１月１８日（土） 

内容：新しくなった植物標本収蔵庫をご案内します。 
場所：コレクショナリウム 2 階  対象：どなたでも  参加費：無料 
受付：当日 10:00～コレクショナリウム展示ギャラリー奥で先着順にて受付 ※定員になり次第受付は終了 

 
3 フロアスタッフとあそぼう「画はくの日スペシャル」 １１月１８日（土） 

開催中の企画展「妖怪と自然の博物展」にちなんで、オリジナルの妖怪を想像して描いてみよう！ 
色鉛筆など道具は貸出します。 
場所：4 階ひとはくサロン 参加費：無料 ※小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください。 

 
4 ドリームスタジオフェスタ 2023  １１月１９日（日） 
  来て、見て、作って、楽しもう！リース、トトロのブランコ、組みひも、紙トンボ、こわれないシャボン玉、

しおりつくりなど楽しいイベントが盛りだくさん！ 
※各イベントの受付方法、定員、参加費、受講対象等詳細は、ホームページひとはくのイベント 
(hitohaku.jp)でご確認ください。 

   
5 「みつばちのおべんきょう」  １１月１９日（日） ※雨天決行 
  ミツバチの基礎知識を紹介後、養蜂場にてミツバチの観察会を実施します。主に、子どもを対象とした内容で

す。 
対象：どなたでも  定員：各回 20 名 
受付方法：①②とも 12:30～コレクショナリウムワークルーム前で先着順にて受付。 
定員になり次第受付は終了します。 

 
6  はかせと学ぼう！「ろ過実験コンテスト」  １１月１９日（日） 
  汚れた水を砂の中に流してきれいにしてみよう。自然が水をきれいにするしくみも体験できるよ。 

場所：４階オープン・ラボ  参加費無料 
※当日 10：00 から４階インフォメーションにて、参加申し込みの受付を開始。 
定員になり次第受付は終了します。 

 

1１月イベント情報  詳細は こちら 

 

https://www.hitohaku.jp/MusePub/EventCalendar/?year=2023&month=11
https://www.hitohaku.jp/MusePub/EventCalendar/?year=2023&month=11
https://www.hitohaku.jp/infomation/event/event23-1011.pdf
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会期：令和 5 年（2023） 

9 月 23 日(土・祝)～11 月 26 日(日) ※月曜休館 

会場：兵庫県立歴史博物館 特別展示室 

ひょうご五国（摂津、播磨、但馬、丹波、淡路）の各地では古くから様々な陶磁器が焼かれ、その

作品や技の一部は現在まで受け継がれてきました。これらについて当館のコレクションを中心に紹

介します。 

開館 40 周年記念企画展「ひょうご五国のやきもの」 | 展示会情報 | 兵庫県立歴史博物館:兵庫県

教育委員会 (hyogo.lg.jp) 
 

●歴はく倶楽部 ワークショップ「プラバンで遊ぼう」 詳細はこちら 

日時：令和 5 年（2023）11 月 26 日(日) １０：００～１１：３０ 

場所：兵庫県立歴史博物館    費用：1 回 100 円 

申込：事前申込（定員：20 名 ※3 歳以上の方）【受付期間：９月１２日(火)～１１月６日(月)】 

 

 
問合せ先：兵庫県立歴史博物館   

〒670-0012 兵庫県姫路市本町68番地  

TEL 079-288-9011 FAX 079-288-9013 

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/ 

7 ワークショップ「とっても簡単！化石のレプリカづくり」 １１月２３日（木・祝） 
  カラフルなおゆまるから好きな色を選んで自分だけのオリジナルアンモナイトをつくってみましょう。 

場所：4 階オープン・ラボ  受付：当日 10 時～4 階インフォメーションにて先着順に整理券配布 
※小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください 

 
8 フロアスタッフとあそぼう「ひとはくアドベントカレンダー」 １１月２５日（土）、２６日（日） 

クリスマスまでをカウントダウンするカレンダーをつくろう！ 
場所：4 階ひとはくサロン  参加費：無料 
当日 10：00 から４階インフォメーションにて、参加申し込みの受付を開始。 
定員になり次第受付は終了します。※小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください。 

 
9 くるくる回って落ちる種子を観察しよう！ １１月２５日（土） 
  くるくる回って落ちる種子の様子を、下から風が吹く透明パイプの中に落として観察しよう！カエデ、イヌ

シデ、マルバアオダモ、ツクバネウツギなど種類によって回り方が違って面白いですよ。 
場所：４階実習室  対象：どなたでも  参加費：無料 
受付：当日 13：00～ 4 階実習室にて受付を開始します。定員になり次第受付は終了します。 

 
10 深田公園観察会 １１月２６日（日） 
  この季節ならではの深田公園の自然を観察しましょう 

時間：13:00～15:00  場所：4 階実習室および深田公園  対象：どなたでも 
受付方法：12:45～ 4 階実習室前で先着順にて受付 ※定員になり次第受付は終了 

 

 
 

 

〔問い合わせ先〕 

兵庫県立人と自然の博物館 〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘 6 丁目 

TEL: 079-559-2001 FAX: 079-559-2007  

https://www.hitohaku.jp 

◎開館 40 周年記念企画展 「ひょうご五国のやきもの」 

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/exhibition/14137/
https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/exhibition/14137/
https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/event/13948/
https://www.hitohaku.jp/
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兵庫県発祥の地“兵庫津”にある兵庫津ミュージアムは、博物館施設である「ひょうごはじまり館」と最初の兵庫県庁舎の復元

施設である「初代県庁館」の二つが一体となった新しいタイプの施設です。兵庫津の歴史や兵庫県の成り立ち、県を構成する「ひ

ょうご五国」（摂津・播磨・但馬・丹波・淡路）の魅力を多彩な映像や体験型のコンテンツなど様々な手法を使って発信！従来の

博物館とはひと味違う“ハミデル ハクブツカン”です。 

 

＊展覧会情報  秋季企画展「ひょうごの匠展 －来て・見て・感じて ひょうごフィールドパビリオン－」 
 

兵庫県内の職人の技に注目し、ひょうご五国（摂津・播磨・但馬・丹波・淡路）の風土とともに地場産品・工芸

品などを紹介する展覧会です。 

 大阪・関西万博 2025 に向けて兵庫県が展開する“ひょうごフィールドパビリオン”で発信されている「ひょうごの

匠」も映像等で紹介します。 

 また、兵庫県や神戸の多彩な文化発信に取り組んでいる兵庫津発祥の「大丸神戸店」の歴史を振り返る「上質

な生活文化を発信する百貨店の歩み」という展示も行う予定です。 

  

 
期  間  11月 11日(土)～1月 8日（月・祝） 

休館日：月曜・祝休日の場合は翌日、 

年末年始（12月 31日、1月 1日） 

観覧時間 午前 9時 30分～午後 5時 

（9時開館。最終入場は午後 4時 30分まで） 

会  場  ひょうごはじまり館 

観覧料金 大人 800 円 ／大学生 600 円／  

シニア（70歳以上）400 円／高校生以下無料 

＊「ひょうごの匠展」関連イベント 

 

○「匠」によるライブパフォーマンスを実施！  

のこぎりや刃物を約 3,300本使った全長約 5.5 メー

トルの 「三木金物鷲」の制作・解体工程を一般公

開します。 

【展示期間】 ・11/23(木・祝)～12/10(日)  

【ライブパフォーマンス公開日】 

・11/23（木・祝）制作、12/10（日）解体作業 
 

○兵庫県産のおもちゃで親子が遊べる  

“ひょうごもんで遊ぼう”コーナーを常設 
 

○ワークショップを開催！  

まな板づくり、かんな削り体験、革の端材を使った 

根付制作等を実施予定（情報は HPで随時更新） 

実施内容・日程・申込み方法等は、こちら  

【11月開催イベント】 

○ Museumセミナー 

毎月１回、兵庫県を中心とした歴史・文化・社会など 

多分野の講座を開講しています。多様性に富む、兵庫

五国の魅力や新しいミュージアムのあり方をみんなで考

えるセミナーです。 
 

「2025 年大阪・関西万博と機運醸成とは」 

（講師 堺井 啓公（公益社団法人 

2025年日本国際博覧会協会担当局長）） 
   

令和時代に開催される 2025年大阪・関西万博と、 

その開催に向けて重要課題とされる機運醸成について 

語ります。 

日  時： 11月 12日（日）14時～16時  

場  所： ひょうごはじまり館 3階 研修室 

申込方法・受講費など詳細はこちら  

 

https://hyogo-no-tsu.jp/event/202310_hyogotakumiten/
https://hyogo-no-tsu.jp/event/museumseminar_202310-11/
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兵庫県立考古博物館からのお知らせ① 
秋季特別展 「駅家（うまや）発掘！－播磨から見えた古代日本の交通史－」 

日本が本格的な国家建設に取りかかった 1,300 年前、奈良の都と九州の大宰府を結ぶ山陽道沿いには、行き交う使

者が馬を乗り継ぐ「駅家」という施設が建設されました。本展では、県内及び山陽道各地の調査事例をもとに、古代の交

通インフラの実態を紹介します。 
 

期   間  ９月 30日（土）～12月３(日)まで（月曜日休館 ただし祝休日の場合は翌平日） 

観覧時間  午前 9時 30分～午後 5時(入場は午後 4時 30分まで） 

観覧料金  大人 500円 大学生 400円 高校生以下無料               

＊ 年間の休館日、観覧料金及び各種割引、アクセス等はホームページをご覧ください。                                   
 

【11月受付の古代体験講座】  ※タイトルからリンク先に移動します。 

＊『キラリ！ガラスの装飾品づくり』 １２月１０日(日) 

  砕いたガラスを鋳型に入れ、炉の中で溶かしてまが玉をつくります。透き通るまで磨きましょう。 

＊『金印をつくろう』 １月２１日(日) 

 鋳型に溶かした合金を流し込んで、中国の皇帝が九州にあった奴国の王に送った金印をつくります。 

＊『弥生のジョッキをつくろう』 １月２７日(土) 

 粘土で弥生時代のジョッキ型の土器をつくります。できあがったらカンパーイ！！ 

＊『古代の楽器をつくって鳴らそう（ユニバーサル）』 １月２８日(日) 

  視覚障がいのある方のための古代体験です。触って音を鳴らして楽しみます。 

【11月募集イベント等】 

○兵庫津ミュージアム学芸員による兵庫津歴史講座 

第 7回「朝鮮通信使が兵庫津にやってくる－宝暦度

通信使の記録から－」 

講  師：多賀茂治（兵庫津ミュージアム学芸班長） 

日  時：12月 9日（土）13時 30分～15時 

場  所：ひょうごはじまり館 3階 研修室 

※申込期間：10月 9日（月）～（先着順） 

申込みは こちら  

 

 

○兵庫津ミュージアム倶楽部 倶楽部員募集中！ 

「兵庫津ミュージアム倶楽部」とは、兵庫津の歴史や

兵庫県の成り立ち、兵庫五国の魅力を発信する拠

点である兵庫津ミュージアムの活動や発展に協力し

ようとする人々が集い、兵庫津ミュージアムを通して

楽しみながら学びや互いの交流・親睦を深めようとす

る集まりです。さまざまな特典等を用意していますの

で、ぜひご入会ください。 

 

年会費・申込方法・ 

入会特典等は こちら  

 ＊ 問合わせ先 兵庫県立兵庫津ミュージアム 

〒652-0844神戸市兵庫区中之島 2丁目 2-1 

（神戸市営地下鉄海岸線「中央市場前」駅から徒歩５分） 

Tel 078-651-1868 Fax078-651-1869 

【 https://hyogo-no-tsu.jp/ 】 

＜※月曜（休館日）除く 9:00～17:00＞ 

古代体験講座の申し込み方法 

申し込み期間内にホームページからオンラインで申し込みができます。（応募者多数の場合は抽選） 

〔 各リンクから申し込んでください。 問合せ：学習支援課 079-437-5564 〕 

秋季特別展会場 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=181
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=183
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=185
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=186
https://hyogo-no-tsu.jp/event/gakugeikouza2023-2/
https://hyogo-no-tsu.jp/volunteer/
https://hyogo-no-tsu.jp/
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兵庫県立考古博物館からのお知らせ② 

当日受付でお楽しみいただける考古博の古代体験 詳細はこちら 

いずれも当日にご来館の上、ご予約ください。 

予約が定員に達すると体験できない場合がありますのでご承知の上ご来館ください。 

【毎日できます】（体験学習室１で受付）  

・まが玉づくり（材料費 白色 430円、ピンク 580円 所要約１時間） 古墳時代のネックレス、まが玉をつくろう。  

・ミニミニ石包丁づくり（材料費 470円 所要約１時間）弥生時代の稲刈りの道具をつくろう。 

・古代の火おこし（無料 所要約 20分）古代のように、木と木をこすり合わせて火をおこしてみよう。 

・不思議なひもづくり ～ループで組ひも～（無料 所要約 20分） 古代の技法で組ひもをつくろう。 
 

【発掘体験できます】 （要観覧券  所要約 20分）「遺跡の発掘ってどのようにやっているのかな？」 

発掘プールでは、発掘道具を使って発掘体験ができます。 

土器やまが玉などの遺物を探して、考古学者の気分になろう。 

（チケット売り場で受付 9:30～16:10 先着 42組〔１組 5名まで〕 ） 
 

【週末にできます】 （要観覧券 14:30～15:30 当日受付） 

・石棺に入ろう（土曜日） 最大級の竜山石製の家形石棺に入ることができます。 

・古代船に乗ろう（日曜日） 実物大の木製の古代船に乗ってみませんか。 
 

文化の秋・特別料金のお知らせ 

＊１１月１８日（土）、１９日（日）関西文化の日 常設展無料 

 特別展【大人】５００円 ⇒ ３００円 【大学生】４００円 ⇒ ２５０円など 
 

※ 観覧、古代体験は、小さなお子様の場合は保護者様の付き添いをお願いします。 

※ 古代体験の実施にあたっては、急な変更や中止等があるかもしれませんので、 

ご来館の折はホームページでご確認いただきますようよろしくお願いします。 

発掘体験 

古代船 

問合せ先  兵庫県立考古博物館 

〒675-0142  

加古郡播磨町大中 1-1-1  

TEL 079-437-5589    

FAX 079-437-5599  

ホームページはこちら 

 

秋季企画展「方格規矩
ほ う か く き く

鏡
きょう

－鏡に広がる天円地方の宇宙－」 

古代中国では、人間界を取り巻く宇宙は、天は円形に、大地は方形に象られた「天
て ん

円
え ん

地方
ち ほ う

」 

の構造を持つとされました。漢時代の紀元前２世紀頃～紀元２世紀頃に登場する方格規矩鏡 

は、鏡の円形に方格規矩紋の方形を組み合わせて天と地を表し、その間に規則的に置かれた 

Ｔ・Ｌ・Ｖ字形の規矩紋が天と地を繋ぐという宇宙の図式が展開します。 

鏡に広がる宇宙には、様々な思想を背景とした四
し

神
し ん

や瑞
ず い

獣
じゅう

、神仙
し ん せ ん

などの図像が飾られ、方格規矩紋とともにこ

れらがもたらす効能が鏡に込められました。そこには、天地や世界の平和と順行、辟
へ き

邪
じ ゃ

（魔除け）、所有者の長生

や一族繁栄などの現世的な幸福を求める当時の願いをも映し出します。本展では、当館が所蔵する方格規矩鏡

を一堂に展示し、方格規矩紋を中心として方格規矩鏡の様態や関連文化について紹介します。 詳細は こちら 
  
※ 観覧料の割引、アクセス、年間の休館日等の詳細についてはホームページをご覧ください。 

※ 入館にあたっては、別途フラワーセンター入園料（一般 500円など）が必要です。 

       

この機会に是非お越しください。 

 

まが玉（白） 

兵庫県立考古博物館 加西分館「古代鏡展示館」からのお知らせ 

問合せ先  兵庫県立考古博物館 加西分館「古代鏡展示館」 

〒679-0106 加西市豊倉町飯森 1282-1（兵庫県立フラワーセンター内） 

TEL 0790-47-2212   FAX 0790-47-2213 【 https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/ 】 

 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/info/index.php?action=PageView&page_id=5
https://www.hyogo-koukohaku.jp/
https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/
https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/
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◇開催予定◇ ・展覧会関連こどものイベント 

「吉本直子 いのちをうたう－衣服、痕跡、その祈り」展関連こどものイベント 

「ザ・バード・メーカーズ・プロジェクト－同じ空の下で－”自分の服で鳥を作ろう！“」 

の実施について      

チャンネル展の出品作家である吉本直子さんと一緒に、自分の古着を使って鳥の作品を作

り、思い出を手紙に書こう！ 

みんなが作った作品と手紙は、展覧会の展示の作品の一部になるよ。 
 

日 時  2023 年 11 月 5 日(日)10：30～15：30 (受付 10：10～10：30)  

場 所  アトリエ 1・2、ホワイエ  

対 象  小学 3 年生～高校生  ※小学生は要保護者同伴 

定 員  15 名(保護者は含まない) 

参加費  500 円(材料費) 

持ち物  古着(シャツ、T シャツ等)、裁縫道具(針、糸、裁ちばさみ、チャコペンシル等) 
 

★ 詳しくは、兵庫県立美術館ウェブサイト「こどもプログラム」ページを 

チェックしてください。 

https://www.artm.pref.hyogo.jp/kids/index.html  

お問合わせ先：兵庫県立美術館こどものイベント係 TEL:０７８－２６２－０９０８ 

 

  兵庫県立美術館では、こども向けに次のようなプログラムも発信しています。 

■『《橘媛(たちばなひめ)》の人生すごろく』 

当館所蔵の彫刻作品 北村四海《橘媛》が生まれてから美術館 

にやって来るまでの波乱万丈の人生がすごろくになりました！ 

家族や友達と一緒にぜひ遊んでみてね！ 

■つながる ひろがる 美術館 

当館ウェブサイト(「こどもプログラム」ページ)にて、館外でも身近に美術に触れることが 

できるプログラムや鑑賞プログラムをご紹介します。 

 

①「つくって・みる・ひろば」 

過去に「こどものイベント」で行ったワークショップの中から、家庭にある身近な材料と 

道具で取り組むことができるようにアレンジし、ご紹介します。 

★〈その１〉『くみあわせよう！』  

★〈その２〉『ヒゲンジツをつくれるか？』 

★〈その３〉『ふきだし つけちゃおう！』 

★〈その４〉『マイ・コレクション展』  

https://www.artm.pref.hyogo.jp/kids/index.html
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  ②みる・みる・ひろば 

美術館の楽しみ方や活用方法など、こどもとご家族向けにわかりやすく発信していきます。 

★〈その１〉『はじめての美術館～兵庫県美のおやくそく』 
 

③あそんで・みる・ひろば   

「遊び」感覚で気軽に取組みながら当館所蔵作品に親しむことができるプログラムです。 

★「フレームでアート」〈その１〉『マイフレームをつくろう』 

★「フレームでアート」〈その２〉『食べもの大集合！』  

身の回りのものにマイフレームをつけて作品に変身させてみよう！ 

★あそんで・みる・ひろば 〈その３〉『美術館探検マップ』  

  「美術館探検マップ」にあるポイントを探し、 

美術館の建物や彫刻作品の魅力を発見しよう！ 

 
美術館のようせい  

ントチャン 

芸術の秋♪美術館でいろいろな

作品を鑑賞してみませんか？ 
美術館探検マップ部分 

兵庫県では、自然の中でのさまざまな体験活動と寮での共同生活を通して、よりよい人間関係を育みながら、たくましく

生きる力を培い、進路実現に向けて“元気・やる気・自信・笑顔”づくりを支援する兵庫県立山の学校を開設しています。 

募集要項は、次のとおりです。 
 

１ 対 象 者 義務教育を修了した者で、寮での共同生活や体験活動のできる１５歳から２３歳までの 

県内在住の男子（令和６年４月１日現在） 

２ 募集定員 ２０名 

３ 日 程 ※定員に満たない場合は別途指定する日に追加募集あり 

 前期日程 後期日程 

願書受付期間 令和６年 1月１０日（水）～1月 19日（金） 令和６年２月５日（月）～２月１５日（木） 

選考試験日 令和６年 1月２6日（金） 令和６年２月２2日（木） 

合格発表日 令和６年 1月２9日（月） 令和６年２月２6日（月） 

 

（１） 選考内容：基礎体力検査、体験活動、面接（保護者同席）、書類審査 

(２) 受 検 料：無料（傷害保険料 ８００円が必要） 

(３) 応募方法：次の書類を持参または郵送（締切日必着）で学校へ提出 

  本校のホームページからダウンロード可能です。 

・入 学 願 書 （所定の用紙に出願者本人が記入したもの） 

・履 歴 書 （所定の用紙に出願者本人が記入したもの） 

・健康診断書 （所定の用紙、３ヶ月以内に実施したもの） 

 

公益財団法人 兵庫県青少年本部 

兵庫県立山の学校 

〒671-2515 

兵庫県宍粟市
し そ う し

山崎町
やまさきちょう

五十波
い か ば

４３０－２ 

ＴＥＬ （０７９０）６２－８０８８  

ＦＡＸ （０７９０）６２－９７３３ 

Ｗｅｂは こちら   ホームページ 

問合せ先 

〇 随時、学校説明及び学校見学を受け付けています。 

電話でお問い合わせください。 

 

https://www.seishonen.or.jp/yamanogakkou/
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県立神出学園は、不登校等を経験した子どもたちの自立を支援する施設です。 本学園が蓄積してきた不

登校生への支援方法や豊かな自然を有する環境を十分に活かし、ひきこもり状態から脱出したいと願う青少

年が社会適応促進のためのスキルを学んだり、コミュニケーション能力を磨いたりするための支援として「１日交

流体験」を実施しています。ついては、後期分の参加者を募集します。 また、あわせて、本学園の概要や支

援内容を１日交流体験の参加者や保護者、教職員等に理解いただくため、学園説明会を実施します 
 

プログラム内容については こちら 

〇学園説明会  

学園説明会は、神出学園で 11月 10日、12月 15日、１月 12日、１月 19日、１月 26日、２月２日、 

３月１日、３月 15日の１４：４０から開催します。 
 

【申し込み方法】以下のいずれかの方法で申し込んでください。 

①神出学園のホームページから｢1日交流体験 参加申込書｣をダウンロードし、 

必要事項を記入の上、FAX等で申し込んでください。    

②神出学園のホームページ上から申し込んでください。    

③直接、神出学園に電話で申し込んでください。（TEL:078-965-1122）    

※学園説明会も、上記①～③のいずれかの方法で申し込みできます。    
 

【１日交流体験継続コースのご案内】     

★今年１年間を通して、１日交流体験に参加してみようと思われる方は、スタッフにお声かけください。 

 

※ご注意 当日は、昼食と参加費 600円（保険料を含む）をご用意ください。 

県立神出学園 

【問い合わせ先】 

〒651-2304 神戸市西区神出町小束野 30 兵庫県立神出学園 教務課 

TEL (078)965-1122 FAX (078)965-1123 

HP ｱﾄﾞﾚｽ https://www.kande-gakuen.jp 

兵庫県庁 ２号館１３階みどり展望フロア内に 

『授乳室』があります。 

ベビーカーもゆったり入れますので、 

気軽にご利用ください！ 

★ご利用時間★ 

平日（月曜日～金曜日）9:00～17:00 

ご利用いただいた感想もお待ちしています！ 

https://www.kande-gakuen.jp/wp/wp-content/uploads/2023/09/R5kouki1nitikouryuu.pdf
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寒い季節、お子さんと過ごす時間に、あたたか

い毛糸を取り入れてみませんか？ 

毛糸を厚紙に巻き、中心を結んで両端をハサミで

切って整えると、ボールのようなポンポンができ

ます。 

手のひらに乗せた時や、ぎゅっと握った時の感

触の違いを楽しみましょう。ボールやお手玉のよ

うにして遊んだり、おままごとに活用したり、

日々の遊びの中でも使ってみてくださいね。 

また、手指を使った簡単な編み物もおすすめで

す。同じ動作を繰り返すことで、形ができあがっ

ていく体験や、手を動かすことに没頭する時間を

少しでもとれるといいですね。大きいお子さんで

したら、かぎ針や棒針をはじめ、牛乳パックや段

ボールでつくった編み機など、道具を使って編む

のも楽しいですよ。 

最後に、毛糸を輪にして結んで作ったあやとり

紐は、一人でも複数人でも、そしてどこでも遊ぶ

ことができるので、おすすめです。指抜きや輪抜

きなどの手品も面白いので、親子で挑戦してみて

くださいね！ 

 
                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 

 

 

  

 
 
 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの「家族の日」はいつですか？ 

 兵庫県では、それぞれの家族が誕生日や記念日など、家族にと

ってふさわしい日を「家族の日」と定めることを提案する運動を

進めています。 

「家族の日」には、家族で食事をしたり、お出かけするなど、

家族と一緒に過ごしてみませんか。 

 

問合せ先：県男女青少年課  電話：078-362-4185 

認定こども園・保育所等ホットライン 
認定こども園・保育所等の保育施設の制度や基準など  

乳幼児教育や保育に係る様々なご相談は、＃ 7350 

（繋がらない場合は 078-362-3654）におかけくだ  

さい。保育に関する「知りたい」「聞きたい」にお答

えします。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～21：00 

      土 日 祝 日 9：00～17：00 

（年末年始 12/29～1/3を除く） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります）

LINE チャット相談もできます！ 詳しくはこちら↓↓↓

https ://web.pref .hyogo. lg . jp/kf11/ninte ikodomoe

nhoikusyo-hotra in.html 

編集部からのお知らせ 
 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工会

議所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係機

関などや希望者に電子メールにより配信しています。 

新たに配信を希望される方は、 

アドレス(kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp)に 

「未来通信・配信希望」と送信してください。 

未来通信に掲載する記事も随時、募集しております。 

ご希望の方は下記までご連絡下さい。 

兵庫県子ども・子育て支援推進本部 

（福祉部こども政策課） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Facebook で子育て情報発信中！ 

 こども・子育てひみつ基地  

https://www.facebook.com/kodomo.himitsukichi 

問合せ先： 

おもちゃコンサルタント 

竹下 あきこ 

E-mail：momlabo@gmail.com 

子育てに関する相談はひょうご子育てダイヤルへ 

         LINEチャット相談もできます！ 

子育ての悩みや疑問に保育士が無料で対応します。必要

に応じて看護師や栄養士など専門家によるオンライン無

料相談や家庭訪問も。まずは #7312 に気軽にお電話し

てください。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～17：00     ◀ HPは 

（祝日・年末を除く）         こちら 

◆電話番号 ＃７３１２   078－362－4183（直通） 

078－341－7711（内線 2863） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 
（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります） 

 
 兵庫県では少子対策の一環として、「ひょうご出会い支援事業
を平成 11年から推進しています。 
 結婚を希望される 20歳以上の独身の方は、「ひょうご出会いサ
ポートセンター」で１対１のお見合いをすることができます。平
成 29年１月 27日からはビックデータを活用した新システムの供
用を開始していますので、ご活用ください。 
 
 ○はばタン会員（お見合い） 
  ＜登録手数料 5,000円／年、20歳代は会員は 3,000 円／年＞ 
 ○あいサポ会員（イベント参加）＜登録無料＞ 
   
☆詳細は「ひょうご 出会い」検索   
https://www.msc-hyogo.jp/ 
 
問合せ先：ひょうご出会いサポートセンター 

 電話：078－891－7415 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp

